
                                    



住
職
の
佛
教
史 

鎌
倉
佛
教 

浄
土
宗 

（１） 

 

こ
の
時
代
は
、
前
九
年
後
三
年
の
役
、
平
治
の
乱
が
相
次
い
で
起
こ
り
、
東
大

寺
、
興
福
寺
も
焼
か
れ
、
ま
た
、
全
国
的
に
飢
餓
が
発
生
。
現
実
社
会
へ
の
絶
望

と
厭
世
感
が
起
き
て
い
た
。
法
然
上
人
が
、
浄
土
思
想
を
広
め
た
の
は
、
ま
さ
に

こ
の
よ
う
な
時
代
が
背
景
に
あ
っ
た
。 

法
然
は
、（
一
一
三
三
～
一
二
一
二
）
九
歳
で
父
を
失
い
、
比
叡
山
に
の
ぼ
っ

た
。
十
八
歳
で
黒
谷
別
所
に
移
り
、
融
通
念
仏
の
祖
、
良
忍
の
弟
子
、
叡
空
に
師

事
し
、
唐
の
善
導
大
師
が
著
し
た
「
観
無
量
寿
経
疏
」
に
触
れ
、
阿
弥
陀
佛
の
救

い
を
悟
り
、“
極
楽
浄
土
に
往
生
し
救
わ
れ
る
”
と
す
る
浄
土
の
教
義
を
体
系
確

立
し
た
。
こ
の
時
、
四
十
八
歳
、
源
空
か
ら
法
然
と
号
し
た
。
浄
土
教
団
は
、
こ

の
時
を
開
宗
の
年
と
し
た
。
法
然
は
比
叡
山
を
お
り
、
京
都
東
山
の
華
頂
山
麓
に

吉
水
の
草
案
を
結
び
（
知
恩
院
の
あ
る
地
）
念
佛
の
教
え
を
説
き
始
め
た
。 

  

次
回
は
法
然
の
教
義
（
浄
土
宗
の
教
義
）
に
つ
い
て
、
又
、
こ
の
教
え
が
世
に

広
ま
っ
た
結
果
、
旧
仏
教
教
団
か
ら
排
斥
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

続
き
は
来
月
に 

 

住
職 

仁
阿 


